
 

 

 平成１8年１月 12日 
各     位 
 会 社 名     株 式 会 社      オ ー タ ケ           
 代 表 者     取締役社長 鈴  木   照           

（ＪＡＳＤＡＱ・コード７４３４） 

 問合せ先 森   新  一           
 
     Ｔ Ｅ Ｌ       （０５２）５６２－３３１１（代表） 
 

平成 18年 5 月期  中間期及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
  平成 17 年 11月中間期（平成 17年 6月 1日～平成 17年 11月 30日）及び平成 18年 5月通期（平成 17
年 6月 1日～平成 18 年 5月 31日）の業績予想について、平成 17年 7月 21日付当社「平成 17年 5月期個
別財務諸表の概要」発表時の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１．業績予想の修正 
(1) 当中間期（平成 17年 6月１日～平成 17年 11月 30日）との差異 
                                                                     （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 予 想       （Ａ）  13,500 480 260 

今 回 修 正       （Ｂ） 14,308 613 386 

増 減 額        （B-A） 808 133 126 

増 減 率 6.0％ 27.8％ 48.7％ 

前 中 間 期 実 績 11,096 412 246 

 

(2) 通期の業績予想（平成 17年 6月１日～平成 18 年 5月 31日）の修正 
                                                                  （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 予 想       （Ａ）  27,000 940 500 

今 回 修 正       （Ｂ） 28,000 1,100 650 

増 減 額        （B-A） 1,000 160 150 

増 減 率 3.7％ 17.0％ 30.0％ 

前 期 実 績 22,462 847 498 

 
２．修正の理由 

平成 17 年 11 月中間期の業績につきましては、民間設備投資が増加したことを受け、主力商品の売

上が順調に推移し、加えて原材料価格の高騰を背景に商品価格の改定もあり売上高は当初の予想を上

回る見込みとなりました。また利益面におきましても増収効果と合併効果によるコスト減もあり前回

予想を上回る見込みとなりましたので当中間期の業績を修正するとともに平成18年 5月通期の業績予

想につきましても合わせて修正するものであります。 

 
以    上 

専務取締役 
管理本部長 

 


